


     

【
和
歌
道
沿
道
の
高
松
寺
か
ら
八
町
縄
手
ま
で
】 

　
『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
は
、
紀
伊
国
各
地
の

名
所
・
旧
跡
・
神
社
・
仏
閣
・
地
名
の
由
来
・

特
産
物
等
を
網
羅
し
た
興
味
深
い
地
誌
で
す
。

　
と
り
わ
け
、
江
戸
後
期
の
人
々
の
生
活
ぶ
り

や
当
時
の
景
観
を
生
き
生
き
と
描
い
た
挿
絵
は
、

『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
り
、

私
達
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い
歴
史
資
料
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。
百
数
十
年
前
に
描
か
れ
た
景

観
が
ど
れ
だ
け
現
代
に
引
き
継
が
れ
、
あ
る
い

は
ど
の
よ
う
に
変
貌
を
と
げ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
名
所
図
会
に
描
か
れ
た
ふ
る
さ
と
の
原

風
景
を
中
心
と
し
て
、
現
代
の
写
真
及
び
古
写

真
等
と
の
対
比
の
中
か
ら
探
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

【
高
松
寺
周
辺
】 

　
①
図
は
高
松
寺
を
中
心
と
し
た
現
在
の
東
高

松
一
丁
目
付
近
で
す
。
北
側
の
天
正
寺
と
南
側

の
丈
六
寺
は
現
存
し
ま
せ
ん
が
、
高
松
寺
は
高

松
禅
寺
と
し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。
（
②
図
）

　
現
在
、
同
寺
の
入
り
口
の
左
側
に
巨
大
な
宝

筺
印
塔
が
建
っ
て
い
ま
す
が
、
絵
図
が
描
か
れ

た
頃
は
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。
高
松
寺
の
前
面

の
道
路
は
「
和
歌
道
」
で
旧
電
車
道
で
す
。
そ

の
前
に
広
が
る
田
園
が
明
治
期
に
電
車
庫
に
な

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
明
治
四
二
年
刊
行
の
名
所

案
内
記
『
和
歌
山
と
和
歌
浦
』
（
内
村
義
城
著

紀
國
史
談
會
編
輯
局
）
に
は
、
「
先
ず
夫
の
電

車
庫
の
あ
る
邊
か
ら
少
し
ば
か
り
南
へ
歩
む
と
、

東
手
に
廣
闊
な
更
地
が
あ
る
、
是
は
舊
和
歌
山 

                   

　 

                        
　 

             

藩
の
時
に
、
毎
日
孛
漏
生
式
ツ
ン
子
ー
ル
銃
の

弾
薬
一
万
発
づ
つ
を
製
造
し
て
い
た
火
薬
製
造

所
の
跡
で
あ
る
。
其
れ
か
ら
南
へ
続
ひ
た
地
に

曹
洞
宗
の
寺
が
二
ヶ
所
あ
っ
て
、
高
松
寺
と
い

ひ
丈
六
寺
と
い
っ
た
が
、
（
中
略
）
其
れ
か
ら

更
に
南
に
な
る
と
、
西
は
少
数
の
小
樹
が
生
て

ゐ
る
土
塘
だ
が
、
東
手
は
一
圓
に
松
林
で
、
そ

の
中
に
一
株
珍
な
露
根
の
老
松
が
立
っ
て
ゐ
る
、

是
が
名
高
ひ
高
松
の
根
上
り
松
だ
、
古
ひ
時
代

に
は
幾
株
も
あ
っ
た
や
う
に
、
「
和
歌
浦
物
語
」

な
ど
に
も
書
て
あ
る
が
、
今
は
只
此
の
一
株
し

か
残
っ
て
ゐ
な
ひ
。
」
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
火
薬
製
造
所
」
の
あ
っ
た
と
す
る
場
所

は
、
高
松
寺
と
天
正
寺
の
間
の
地
で
あ
り
、
江

戸
末
期
に
は
「
御
鉄
炮
方
役
所
」
が
あ
り
ま
し

た
。
（
和
歌
山
県
立
図
書
館
蔵
「
若
府
図
」
〔
天

保
末
〜
元
治
迄
〕
に
よ
る
。
）
明
治
初
年
、
和

歌
山
藩
の
兵
制
改
革
の
一
環
で
カ
ー
ル
・
カ
ッ

ペ
ン
主
導
の
も
と
、
弾
薬
製
造
工
場
が
設
置
さ

れ
た
の
が
こ
の
地
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
明

治
四
年
一
月
か
ら
本
格
的
に
弾
薬
の
製
造
が
始

ま
り
、
日
産
一
万
発
の
銃
弾
の
製
造
能
力
が
あ

っ
た
と
さ
れ
、
同
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
直
後
、 

                           
③ 

     

和
歌
山
県
が
兵
部
省
に
提
出
し
た
報
告
で
は
、

小
銃
弾
の
保
有
高
が
二
七
七
万
発
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
な
お
、
同
施
設
は
『
近
代
和
歌
山
の

歴
史
的
研
究
』
（
小
田
康
著
一
九
九
九
年 

清
文

堂
出
版
）
に
よ
る
と
、
廃
藩
置
県
後
も
砲
兵
支

廠
（
後
の
大
阪
砲
兵
工
廠
）
の
和
歌
山
属
廠
と

し
て
維
持
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
八
年
一

〇
月
十
二
日
廃
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
③
図
は
高
松
車
庫
前
を
撮
影
し
た
絵
葉
書
で

す
。
明
治
四
二
年
一
月
、
和
歌
山
水
力
電
気
㈱

に
よ
り
県
庁
前
〜
和
歌
浦
間
の
市
内
電
車
が
開

通
し
ま
す
が
、
こ
の
絵
葉
書
と
同
一
の
も
の
で

開
業
記
念
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
も
の
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
開
業
直
後
の
様
子
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
電
車
の
左
手
が
高
松
寺
付
近
で
あ
り
、
さ
ら

に
そ
の
南
に
は
前
出
の
『
和
歌
山
と
和
歌
浦
』

の
後
段
に
記
す
「
根
上
り
松
」
を
含
む
松
林
の

始
ま
り
が
見
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
街
道
は
画

面
奥
で
左
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
④
の
現 

文書館だより 

２ 

風
景
の
歴
史
⑥

風
景
の
歴
史
⑥ 

風
景
の
歴
史
⑦ 

紀
伊
国
名
所
図
会
等
に
み
る
今
昔

紀
伊
国
名
所
図
会
等
に
み
る
今
昔 

―
風
景
の
移
り
変
わ
り
―

―
風
景
の
移
り
変
わ
り
― 

紀
伊
国
名
所
図
会
等
に
み
る
今
昔 

―
風
景
の
移
り
変
わ
り
― 

④　西本カメラ前から南を望む 

③　高松車庫前 

①　高松寺周辺 ②　高松禅寺 

か 

ぶ
ろ
い
せ
ん 

ひ
が
し
て 

き
ゅ
う 

く
わ
う
く
わ
つ
な 

は
へ 

ど 

て 

ね
あ
が
り 

な
だ
か 



在
の
写
真
は
電
車
庫
が
あ
っ
た
西
本
カ
メ
ラ
の

前
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
す
が
、
や
は
り
奥
の

方
で
左
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い
て
、
新
旧
同
様
の

道
路
地
形
を
示
し
て
い
ま
す
。 

【
根
上
り
松
】 

　
旧
電
車
庫
前
を
す
ぎ
る
と
根
上
り
松
の
あ
っ

た
一
帯
に
さ
し
か
か
り
ま
す
。
⑤
図
は
根
上
り 

松
に
集
う
人
々
を
描
い
た
も
の
で
す
が
、
「
鶴

之
松
」
「
亀
之
松
」
「
合
引
」
の
名
が
見
え
、

大
人
に
肩
車
を
し
て
も
ら
っ
た
子
供
が
松
の
根

を
く
ぐ
っ
て
い
ま
す
。
『
和
歌
浦
物
語
』
（
柏

原
卓
編 

一
九
九
六
年 

和
泉
書
院
）
に
は
、
「
今

松
の
根
の
高
く
上
が
り
し
は
、
按
ず
る
に
、
此

砂
山
西
の
方
は
吹
上
の
浜
〔
又
は
「
あ
ら
浜
」

と
も
い
ふ
な
り
〕
に
て
、
風
の
恐
ろ
し
き
所
な

れ
ば
、
砂
山
風
の
吹
く
ご
と
に
次
第
に
砂
を
吹

き
散
ら
し
、
山
の
低
く
な
る
に
し
た
が
ひ
て
松

の
根
高
く
顕
れ
て
、
一
間
或
は
二
間
ば
か
り
も

根
の
顕
れ
た
る
松
の
あ
る
な
る
べ
し
。
」
と 

                      

　 

        

                     

　 

       

あ
り
ま
す
が
、
和
歌
街
道
中
、
随
一
の
名
所
で

あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
表
紙
の
写
真
、
⑥
及
び
⑧
は
明
治
四
十
年
頃

〜
大
正
七
年
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
絵
葉
書
で
、

高
松
の
根
上
り
松
の
う
ち
最
後
ま
で
残
っ
た
「
鶴

の
松
」
を
異
な
っ
た
方
向
か
ら
撮
影
し
た
写
真

で
す
。
『
和
歌
山
県
文
化
財
調
査
報
告
書
（
一
）
』

（
和
歌
山
県
編 

昭
和
四
九
年 

歴
史
図
書
社
）

に
よ
る
と
「
鶴
の
松
」
は
、
幹
の
周
囲
一
丈
三

尺
、
高
さ
七
〜
八
間
、
根
の
最
大
の
も
の
で
周

囲
五
尺
五
寸
あ
り
ま
し
た
が
、
県
か
ら
天
然
記

念
物
に
仮
指
定
中
、
大
正
一
一
年
に
枯
死
し
ま

し
た
。
枯
木
と
な
っ
た
「
鶴
の
松
」
は
同
一
三 

                    

⑦ 

     

               

年
一
〇
月
に
保
存
の
た
め
切
り
株
が
玉
津
島
神

社
の
境
内
に
移
さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
⑦
図
）
又
、
同
書
（
二
）
の
別
の
記
述
に
よ

る
と
、
報
告
者
が
異
な
り
ま
す
の
で
若
干
の
年

紀
の
相
違
が
あ
り
ま
す
が
、
伐
採
後
、
年
輪
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
樹
齢
は
三
〇
一
年
で
、
大
正

九
年
に
は
ま
だ
青
葉
が
幾
分
残
っ
て
い
た
よ
う

な
の
で
、
翌
年
の
大
正
一
〇
年
か
ら
遡
る
と
、

こ
の
松
が
芽
生
え
た
の
は
元
和
七
年
（
一
六
二

一
）
で
あ
る
と
記
し
て
い
ま
す
。
（
一
年
合
わ

な
い
計
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。
）
表
紙
の
写
真

は
ほ
ぼ
北
か
ら
南
を
撮
影
し
た
写
真
で
す
が
、

横
に
張
り
出
し
た
根
に
腰
を
掛
け
た
子
供
と
較

べ
る
と
根
上
り
松
の
巨
大
さ
が
偲
ば
れ
ま
す
。

西
風
の
影
響
を
受
け
て
か
周
囲
の
木
々
は
東
に

傾
い
て
い
ま
す
。
右
奥
の
樹
間
に
見
え
る
の
は

和
歌
道
で
し
ょ
う
。
日
傘
を
差
し
た
人
物
を
乗

せ
て
行
き
交
う
二
挺
の
人
力
車
が
み
え
ま
す
。

⑥
は
西
か
ら
東
に
向
け
て
撮
影
し
た
も
の
で
、

３
名
の
学
生
ら
し
き
人
物
が
み
え
、
背
後
は
小 

               

高
い
砂
山
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
⑧
は
⑥
と
は
ほ
ぼ
反
対
方
向
か
ら
撮
っ
た
写

真
で
す
が
、
背
後
に
み
え
る
道
路
は
「
和
歌
道
」

と
み
ら
れ
、
道
路
の
西
側
は
先
の
『
和
歌
山
と

和
歌
浦
』
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
少
数
の
松
樹
が

生
て
ゐ
る
土
塘
」
の
よ
う
で
す
。
「
鶴
の
松
」

が
あ
っ
た
場
所
は
、
旧
高
松
日
活
の
映
画
館
が

あ
っ
た
場
所
〜
高
松
交
番
付
近
等
と
の
伝
承
が

あ
り
、
一
定
し
ま
せ
ん
。
今
と
な
っ
て
は
場
所

を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
す
。
　
因

み
に
、
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
が
明
治
一
九

年
に
測
量
し
た
『
和
歌
山
十
七
号
（
假
製
地
形

図
）
』
（
和
歌
山
県
立
図
書
館
蔵
『
旧
版
１
／

１
万
地
形
図
集
』
）
に
よ
る
と
、
現
高
松
交
番

付
近
か
ら
北
東
方
向
に
か
け
て
細
長
く
小
高
い

岡
の
よ
う
な
地
形
が
確
認
で
き
、
⑥
図
の
砂
山

を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
又
、
『
和

歌
山
市
史
』
第
十
巻
付
図
の
安
政
二
年
「
和
歌

山
城
下
町
図
」
に
は
丈
六
寺
の
南
側
に
松
林
が

描
か
れ
て
い
て
、「
鶴
の
松
」
が
こ
の
あ
た 

文書館だより 

３ 

あ
ら
は 

ど
　
て 

⑤　根上り松に集う人々 

⑧　「鶴の松」と「和歌道」 
　　 松の根は３ｍ近く露出していたようです 

　　⑥　「鶴の松」と背後の砂山 ⑦　玉津島神社境内の「鶴の松」 



り
に
あ
っ
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

                  

               

                   

 

【
高
松
茶
屋
】 

　
根
上
り
松
の
あ
る
砂
山
を
降
り
る
と
高
松
の

茶
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
『
和
歌
浦
物
語
』
に
は
、

「
此
高
松
の
砂
山
、
南
の
降
り
口
に
茶
屋
二
軒

あ
り
。
中
に
も
降
口
北
の
方
に
あ
る
茶
屋
、
家

は
一
軒
な
れ
ど
も
、
前
に
棟
を
た
て
て
見
世
を

二
軒
に
な
す
。
北
の
見
世
を
鶴
屋
と
云
ひ
、
南

の
見
世
を
亀
屋
と
云
ふ
。
国
守
よ
り
暖
簾
を
給

は
り
て
、
毎
年
四
月
十
七
日
の
御
祭
礼
の
時
、

或
は
国
君
和
歌
へ
御
社
参
の
日
は
、
此
暖
簾
を

懸
く
る
と
い
ふ
。
外
に
あ
る
一
軒
の
茶
屋
と
共

に
二
軒
を
つ
る
屋
か
め
屋
か
と
人
皆
誤
る
。
故

に
事
を
審
か
に
記
す
〔
云
々
〕
。
た
だ
茶
屋
と

ば
か
り
云
ふ
時
は
、
二
軒
と
も
に
高
松
の
茶
屋

な
り
。
此
高
松
の
茶
屋
の
す
こ
し
北
よ
り
和
歌

村
近
辺
ま
で
八
町
ほ
ど
の
間
、
道
の
左
右
に
並

木
の
松
あ
り
。
八
町
縄
手
並
木
の
松
と
云
ふ
。
」

と
の
詳
細
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。
高
松
茶
屋
は
、

街
道
の
西
側
に
あ
り
ま
し
た
。
⑨
図
に
あ
る
、

笠
を
か
ぶ
り
引
き
出
し
の
つ
い
た
小
箪
笥
の
よ

う
な
荷
を
担
ぐ
人
物
は
南
行
き
で
す
。
茶
屋
は

『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
和
歌
浦
図
で
も
確
認
で

き
ま
す
が
、
建
物
が
二
棟
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

北
側
の
一
棟
は
店
を
二
つ
に
分
け
て
い
る
様
子

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
図
は
、
文
化
八
年

（
一
八
一
一
）
刊
行
の
『
紀
伊
国
名
所
図
会
』

二
之
巻
海
部
郡
の
挿
絵
で
す
が
、
ほ
ぼ
同
時
期

の
成
立
と
み
ら
れ
る
『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
は
、

「
高
松
の
茶
屋
三
軒
亀
屋
松
屋
竹
屋
と
い
ふ
」

と
あ
り
、
本
図
に
描
か
れ
て
い
る
「
亀
」
「
松
」

「
竹
」
の
の
れ
ん
の
図
柄
と
一
致
し
ま
す
。
『
紀

伊
国
名
所
図
会
』
の
絵
図
は
、
絵
師
が
現
地
に

赴
い
て
挿
絵
を
描
い
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
初
編
の
挿
絵
を
担
当
し
た
の
は
京
都
の
絵
師

西
村
中
和
で
す
が
、
巻
四
の
総
光
寺
の
挿
絵
（
⑩

図
）
の
欄
外
に
「
こ
の
絵
図
を
写
そ
う
と
し
て

日
前
の
宮
に
詣
で
た
の
は
冬
の
始
め
で
あ
っ
た
。

道
の
傍
ら
に
刈
り
穂
を
干
し
て
い
る
の
を
田
鶴

が
群
れ
集
ま
っ
て
食
べ
て
い
る
。
農
民
が
声
を

上
げ
て
驚
か
す
が
全
く
気
に
し
な
い
で
い
る
。

よ
く
も
人
に
馴
れ
た
も
の
だ
と
、
京
で
は
見
る

こ
と
の
な
い
珍
し
い
光
景
な
の
で
、
見
る
ま
ま

に
書
き
写
し
た
。
」
と
の
意
味
の
こ
と
を
書
き

残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
高
松
茶
屋
の
場
合
も
の
れ
ん 

                         

　 

       

の
図
柄
に
至
る
ま
で
正
確
に
描
写
し
て
い
る
と

考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
、
絵
図
の
と
お
り
北
か

ら
竹
屋
、
亀
屋
、
松
屋
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
先
の
『
和
歌
浦
物
語
』
は
、『
紀
伊
国

名
所
図
会
』
刊
行
に
先
立
つ
「
元
文
三
・
四
年

頃
の
成
立
と
認
め
ら
れ
」
（
柏
原
卓
「
翻
字
紀

州
藩
文
庫
蔵
『
和
歌
浦
物
語
』」
紀
州
経
済
史

文
化
史
研
究
所
紀
要
第
一
〇
号

一
九
九
〇
年

三
月
）
ま
す
が
、
や
は
り
茶
屋
は
二
軒
あ
っ
て
、

そ
の
う
ち
の
北
側
の
建
物
が
店
を
二
軒
に
分
け
、

北
か
ら
鶴
屋
、
亀
屋
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

元
文
〜
文
化
年
間
に
か
け
て
最
も
北
側
の
店
の

名
が
「
鶴
屋
」
か
ら
「
竹
屋
」
に
変
わ
っ
て
い

て
、
数
十
年
の
間
の
変
遷
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
一
棟
の
建
物
を
二
軒
に
分
け
て
茶
屋

と
し
て
い
る
例
は
和
歌
道
の
近
辺
で
他
に
も
あ

っ
て
、
い
ず
れ
も
『
和
歌
浦
物
語
』
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
一
つ
は
和
歌
の
浦
の

「
朝
日
屋
」
と
「
芦
辺
屋
」
で
、
「
家
は
一
軒

な
れ
ど
も
見
世
を
二
軒
と
し
」
（
但
し
、
名
所

図
会
の
挿
絵
で
は
二
棟
を
描
い
て
い
る
）
と
あ

り
、
今
一
つ
は
、
東
照
宮
前
の
「
下
馬
橋
」
の

た
も
と
に
「
松
屋
」
「
竹
屋
」
が
あ
り
、
「
茶

屋
一
棟
に
て
二
軒
並
び
て
有
り
」
と
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
高
松
茶
屋
と
同
じ
く
国
君
か
ら
の
れ

ん
を
給
わ
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
今
回

は
高
松
茶
屋
の
写
真
資
料
を
入
手
す
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
建
物
の
様
子
を
伝
え

る
も
の
と
し
て
『
和
歌
山
と
和
歌
浦
』
に
「
今

あ
る
一
棟
の
建
物
は
、
な
か
な
か
古
ひ
、
柱
か

ら
鴫
居
鴨
居
も
残
ら
ず
丁
斧
削
り
で
、
何
し
て

み
て
も
三
四
百
年
前
の
も
の
だ
」
と
の
記
述
が

あ
り
ま
す
。
時
代
判
定
は
と
も
か
く
と
し
て
、

古
い
様
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
場
所

は
現
高
松
バ
ス
停
留
所
付
近
で
す
。
（
⑪
図
） 

                      

　 

          

　
【
愛
宕
山
】
（
⑫
図
） 

 

「
愛
宕
山
は
高
松
の
茶
屋
よ
り
東
南
に
見
ゆ
。

参
詣
の
本
道
は
、
猊
口
石
よ
り
一
町
ば
か
り
手

前
、
海
道
よ
り
左
一
町
ば
か
り
東
の
方
、
山
の

ふ
も
と
に
、
石
灯
楼
・
華
表
・
別
当
寺
お
よ
び

門
な
ん
ど
見
ゆ
る
。
社
は
鳥
居
よ
り
左
の
山
の

頂
上
松
林
の
中
に
見
ゆ
。
」
（
『
和
歌
浦
物
語
』
）

高
松
茶
屋
を
す
ぎ
る
と
和
歌
道
は
御
坊
山
（
秋

葉
山
）
の
ふ
も
と
ま
で
ほ
ぼ
一
直
線
に
な
り
ま

す
。
別
当
寺
（
圓
珠
院
）
へ
の
旧
参
道
は
、
現

在
で
は
同
寺
の
旧
境
内
を
通
っ
て
塩
屋
方
面
に

通
じ
て
い
ま
す
。
圓
珠
院
は
東
照
宮
の
別
当
寺

雲
蓋
院
天
耀
寺
（
廃
仏
毀
釈
の
際
、
取
り
壊
さ

れ
、
「
南
龍
神
社
」
や
徳
川
家
別
邸
「
双
青
寮
」

等
の
時
代
を
経
て
、
現
在
は
和
歌
山
県
職
員
研

修
所
等
の
敷
地
に
な
っ
て
い
ま
す
）
の
外
六
箇

坊
の
一
つ
で
し
た
。
山
上
の
愛
宕
権
現
の
建
物

は
『
南
紀
徳
川
史
』
に
よ
る
と
、
東
照
宮
造
営 

文書館だより 

４ 

お 

み
　
せ 

の
ふ
れ
ん 

か 

あ
や
ま 

つ
ま
び
ら 

お
り
く
ち 

し
き
ゑ
か
も
ゑ 

ち
ょ
ん
な
け
づ 

ひ
が
し 

や
し
ろ 

⑨　高松茶屋（竹屋・亀屋・松屋） 

⑪　高松バス停留所付近 

⑩　音浦山　総光寺（和歌山市太田） 



文書館だより 

５ 

あ
た
ご
ご
ん
げ
ん 

さ
ん
て
ん 

だ
い
り
ん
く
し
ょ 

く
わ
ん
か
つ 

さ
う 

ご
ん 

は
ら 

よ
　
ぎ も

り
や
く 

さ
い
じ
つ 

ざ
い 

は
な
ず
も
ふ 

ひ 

や
は
り

 

ふ
も
と 

⑫　愛宕山と和歌道 ⑬　愛宕権現 

⑮　水軒口から高松方面を望む 

⑯　和歌浦口付近の「八町縄手並木の松」 ⑰　松並木の名残 

⑭　電車開通前の「和歌道」 

き
ん
が
う
き
ん 

の
際
の
残
木
を
使
い
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）

に
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
明
治
初
年
に
取
り
払

わ
れ
、
現
在
で
は
圓
珠
院
境
内
の
鳥
居
（
寛
政

三
年
建
立
）
の
背
後
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
⑬

図
）
『
紀
伊
名
所
案
内
』
（
大
川
民
純
著
　
明

治
四
二
年
　
紀
伊
名
所
案
内
発
行
所
）
に
は
、 

                       

　 

                              

⑬ 

        

                    

⑭ 

        

「
今
の
愛
宕
権
現
は
山
の
麓
に
あ
る
、
そ
れ
は

明
治
二
年
こ
ろ
ま
で
は
、
矢
張
圓
珠
院
の
上
の

山
巓
に
あ
っ
た
が
、
大
林
區
署
の
管
轄
と
な
っ

て
、
さ
し
も
荘
厳
で
あ
っ
た
宮
殿
も
取
り
拂
わ

れ
て
、
餘
儀
な
く
圓
珠
院
の
境
内
に
引
き
移
つ

た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
、
圓
珠
院
は
昔
か
ら
愛

宕
権
現
の
守
役
の
坊
で
あ
っ
た
、
祭
日
は
六
月

二
十
四
日
で
、
昔
は
千
日
參
と
言
つ
て
近
　
近

在
か
ら
參
詣
者
が
多
く
花
角
力
も
あ
っ
て
、
甚

だ
賑
や
か
で
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
…
」

と
あ
っ
て
江
戸
期
の
繁
盛
ぶ
り
が
偲
ば
れ
ま
す
。

山
上
の
旧
社
地
に
は
「
往
時
を
偲
ば
す
遺
構
が

ほ
ぼ
完
全
に
残
る
が
、
今
は
入
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
」
（
特
別
展
図
録
『
和
歌
浦
玉
津
島
神

社
‐
名
宝
・
歴
史
・
風
景
‐
』
平
成
四
年 

和
歌

山
県
立
博
物
館
）
よ
う
で
す
。 

　
江
戸
期
に
は
⑬
図
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
山
上

に
通
じ
る
参
詣
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
愛
宕

権
現
の
後
方
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
で
固
め
ら

れ
、
往
時
の
面
影
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
八
町
縄
手
】 

　
『
和
歌
浦
物
語
』
に
よ
る
と
、
和
歌
道
の
松 

並
木
は
、
高
松
茶
屋
の
少
し
北
か
ら
和
歌
村
辺

ま
で
街
道
の
左
右
に
あ
り
ま
し
た
。
先
の
⑫
の

圓
珠
院
・
愛
宕
権
現
図
に
は
、
南
北
に
一
直
線

の
和
歌
道
が
描
か
れ
、
街
道
の
左
右
に
は
松
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
八
町
縄
手
並
木
の
松
」

で
す
。
⑭
図
は
１
枚
も
の
の
名
所
案
内
図
（
津

田
源
兵
衛
印
刷
・
発
行
『
和
歌
山
名
所
圖
繪
』
）

で
、
「
和
歌
道
高
松
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

道
の
左
右
に
は
畑
地
以
外
何
も
無
く
、
現
在
の

国
道
四
二
号
高
松
交
差
点
を
す
ぎ
た
あ
た
り
か

ら
猊
口
石
ま
で
の
間
の
直
線
部
（
⑮
図
）
を
北

に
向
か
っ
て
撮
影
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
撮
影
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
こ
の
写
真
は
電
車
開
通
前
の
名
所
図
会
の

時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
風
景
で
す
。
こ
の
の
ち
、

松
並
木
の
左
側
（
西
側
）
に
市
内
電
車
の
線
路

が
敷
設
さ
れ
、
明
治
四
二
年
一
月
に
県
庁
前
〜

和
歌
浦
間
で
営
業
開
始
（
⑯
図
）
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
⑯
図
は
「
高
松
電
車
」
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
松
並
木
の
合
間
に
五
百
羅
漢
寺
の
建

物
が
見
え
て
い
ま
す
の
で
、
現
在
の
和
歌
浦
口 

バ
ス
停
留
所
付
近
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

                       

⑮ 

       

                        

⑯ 

                             

　 

      

　
大
正
十
五
年
九
月
、
和
歌
街
道
の
松
並
木
は

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
に
よ
り
史
蹟
と

し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
十
八

年
に
な
る
と
軍
需
物
資
の
不
足
を
補
う
た
め
、

同
年
二
月
、
史
蹟
指
定
を
解
除
さ
れ
、
二
百
十

四
本
が
伐
採
さ
れ
、
船
舶
用
材
と
し
て
使
用
さ

れ
ま
し
た
。
戦
後
も
わ
ず
か
に
名
残
を
留
め
て

い
た
松
並
木
（
⑰
図
）
も
今
は
全
く
そ
の
面
影

が
あ
り
ま
せ
ん
。
（
『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
の

挿
絵
は
、
『
紀
伊
名
所
図
会
』 

昭
和
四
五
年 

歴
史
図
書
社 

を
使
用
し
ま
し
た
。
）
　 

（
溝
端
佳
則
） 



    

　
徳
川
「
御
三
家
」
の
一
つ
で
、
八
代
将
軍
吉

宗
、
一
四
代
将
軍
家
茂
を
生
ん
だ
紀
州
藩
で
す

が
、
現
在
の
県
庁
公
文
書
に
あ
た
る
よ
う
な
藩

の
記
録
（
文
書
）
類
で
、
現
存
す
る
も
の
は
意

外
に
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
紀
州
藩
史
研
究
で
は

多
く
の
場
合
、
明
治
期
に
旧
紀
州
藩
士
堀
内
信

が
、
当
時
残
っ
て
い
た
記
録
を
引
用
・
参
照
し

て
編
さ
ん
し
た
『
南
紀
徳
川
史
』
全
一
七
〇
巻

を
基
本
資
料
と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

　
和
本
・
漢
籍
な
ど
の
書
籍
は
比
較
的
多
く
残

っ
て
お
り
、
藩
主
徳
川
家
蔵
書
は
、
明
治
時
代

に
入
っ
て
東
京
麻
布
飯
倉
に
あ
っ
た
同
家
の
私

設
図
書
館
「
南
葵
文
庫
」
の
蔵
書
と
な
り
、
大

正
一
三
年
、
前
年
の
関
東
大
震
災
で
全
焼
し
た

東
京
帝
国
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

「
南
葵
文
庫
」
九
万
冊
余
は
現
在
東
京
大
学
図

書
館
に
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
歴
史
・
国
文
学

研
究
分
野
で
の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

大
変
有
名
で
す
。
ま
た
、
藩
校
で
あ
っ
た
「
学

習
館
」
「
国
学
所
」
「
兵
学
所
」
「
明
教
館
」

「
江
戸
国
学
所
」
等
の
蔵
書
も
、
現
在
約
二
万

五
千
冊
が
和
歌
山
大
学
附
属
図
書
館
に
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
、
藩
の

役
所
内
部
で
作
成
・
収
集
さ
れ
た
文
書
は
少
な

く
、
和
歌
山
県
立
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

文
書
群
は
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し

て
貴
重
で
す
。 

　
文
書
館
が
所
蔵
す
る
紀
州
藩
の
文
書
は
、
現

在
の
公
文
書
の
よ
う
に
藩
の
様
々
な
部
署
で
作

成
・
収
集
さ
れ
て
き
た
文
書
の
う
ち
、
廃
藩
置

県
の
際
に
和
歌
山
県
が
必
要
と
判
断
し
て
、
一 

    

時
県
に
引
き
継
が
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
こ
れ

ら
は
明
治
二
一
年
の
県
庁
舎
火
災
に
遭
い
ま
す

が
、
焼
失
を
免
れ
た
も
の
が
同
二
四
年
ま
で
に
、

旧
藩
主
徳
川
茂
承
が
設
立
し
た
徳
義
社
に
移
管

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
文
書
リ
ス
ト
が
残
っ
て
い

ま
す
。
（
文
書
館
寄
託
「
長
保
寺
文
書
」
に
徳

義
社
の
関
係
文
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
）
徳

義
社
に
移
管
さ
れ
た
紀
州
藩
文
書
は
、
明
治
三

四
年
に
完
成
し
た
『
南
紀
徳
川
史
』
に
引
用
・

参
照
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
の
持
ち
出
し
を
き

っ
か
け
に
『
南
葵
文
庫
』
蔵
書
と
な
っ
た
も
の

も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
詳
し
い
経
緯
は

不
明
で
す
が
、
い
つ
頃
か
ら
か
和
歌
山
県
立
図

書
館
の
所
蔵
と
な
り
、
平
成
五
年
の
文
書
館
開

館
時
に
、
図
書
館
か
ら
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
し
、
徳
義
社
に
残
さ
れ
て
い
た
文

書
全
部
が
県
立
図
書
館
・
文
書
館
に
移
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
く
、
現
在
文
書
館
に
あ
る
も
の
以

外
の
所
在
は
不
明
で
す
。
（
詳
し
く
は
『
和
歌

山
県
立
文
書
館
紀
要
第
八
号
』
収
録
の
伊
藤
信

明
「
徳
義
社
、
南
葵
文
庫
、
南
紀
徳
川
史
」
を

ご
覧
下
さ
い
。
） 

　
文
書
館
に
引
き
継
が
れ
た
紀
州
藩
文
書
に
は
、

藩
士
の
由
緒
書
き
で
あ
る
「
紀
州
家
中
系
譜
並

に
親
類
書
書
上
げ
」
（
以
下
「
家
中
書
上
」
と

省
略
）
一
万
五
七
二
二
冊
と
、
「
紀
州
藩
・
和

歌
山
藩
庁
文
書
」
と
し
て
「
県
立
図
書
館
移
管

資
料
目
録
」
（
『
収
蔵
史
料
目
録
四
　
移
管
資

料
目
録
』
収
録
。
以
下
『
目
録
』
と
省
略
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
二
六
一
点
（
以
下
「
紀
州
藩

庁
文
書
」
と
省
略
）
と
が
あ
り
ま
す
。
（
も
と

は
同
じ
文
書
群
で
す
が
、
「
家
中
書
上
」
の
冊

数
が
多
い
た
め
便
宜
上
区
別
し
て
整
理
し
た
も

の
で
す
。
「
家
中
書
上
」
は
『
目
録
』
に
は
掲

載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
）
い
ず
れ
も
江
戸
時
代

後
期
以
降
の
紀
州
藩
政
、
特
に
家
臣
団
の
統
制

に
関
す
る
、
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。 

　
「
家
中
書
上
」
一
万
五
七
二
二
冊
の
内
、
実

に
六
千
冊
余
は
虫
損
等
に
よ
り
利
用
で
き
な
い

（
開
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
・
読
む
こ
と
が
出

来
な
い
）
状
態
で
し
た
が
、
平
成
一
一
年
度
か

ら
全
国
的
に
実
施
さ
れ
た
雇
用
対
策
事
業
で
あ

る
「
和
歌
山
県
緊
急
雇
用
特
別
基
金
」
を
利
用

し
た
「
文
書
館
所
蔵
資
料
修
復
事
業
」
に
よ
り
、

修
復
が
飛
躍
的
に
進
み
、
ほ
ぼ
全
冊
が
利
用
可

能
な
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
裏
打
ち
修
復

の
様
子
は
『
和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
第
八

号
』
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
（
文
書
館
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
） 

                 

　
一
方
、
「
紀
州
藩
庁
文
書
」
に
も
虫
損
等
に

よ
り
利
用
不
可
能
な
状
態
に
あ
る
も
の
が
多
く
、

そ
の
た
め
も
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の
資
料
が
、
文

書
館
に
移
管
さ
れ
『
目
録
』
が
刊
行
さ
れ
る
ま

で
は
、
存
在
さ
え
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
『
目
録
』
が
刊
行
さ
れ
た
平
成
一
二

年
三
月
時
点
で
も
痛
み
の
状
況
は
変
わ
ら
ず
、

依
然
と
し
て
利
用
不
可
能
な
ま
ま
で
し
た
。
『
目

録
』
で
は
、
「
紀
州
藩
庁
文
書
」
二
六
一
点
中
、

一
七
二
点
に
「
大
損
」
「
激
損
」
等
、
何
ら
か

の
破
損
状
態
を
示
す
記
載
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
当
時
は
、
こ
れ
ら
を
修
復
し
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
目
途
は
ま
っ
た
く
立
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
六
千
冊
余
り
（
つ
ま
り
四
万
八
千

枚
以
上
）
も
あ
る
「
家
中
書
上
」
の
修
復
・
整

理
に
手
一
杯
で
、
「
紀
州
藩
庁
文
書
」
に
ま
で

は
と
て
も
手
が
廻
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
。 

 

文書館だより 

６ 

修
復
す
す
ん
だ
紀
州
藩
庁
文
書

修
復
す
す
ん
だ
紀
州
藩
庁
文
書 

修
復
す
す
ん
だ
紀
州
藩
庁
文
書 

　　　「紀州家中系譜並に親類書書上げ」の解体作業 
固着した紙を１枚ずつはがし、虫食い穴でバラバラになりそう 
なところは、一時的に和紙をあてて補強します。この後、裏打 
ち・裁断・綴じ（製本）と作業は続きます。雇用対策事業のた 
め、解体作業は新規雇用者が行っています。 

上段写真の文書が修復後にマイクロフィルム撮影された画像 
「家中書上」のうち資料番号2517　「親類書　岡新次郎」 



　
と
こ
ろ
が
、
平
成
一
三
年
度
に
「
文
書
館
所

蔵
資
料
修
復
事
業
」
の
追
加
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
と
、
古
文
書
修
復
単
価
の
大
幅
な
削
減
に
成

功
し
た
こ
と
、
そ
し
て
平
成
一
六
年
度
に
新
し

い
雇
用
対
策
事
業
、
「
和
歌
山
県
緊
急
雇
用
創

出
基
金
」
を
使
っ
た
「
文
書
館
所
蔵
資
料
緊
急

修
復
整
理
事
業
」
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

状
況
が
一
変
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
「
紀

州
藩
庁
文
書
」
七
二
冊
、
二
万
三
八
一
七
枚
分

の
裏
打
ち
修
復
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
ほ
ぼ
九
割
の
文
書

が
利
用
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

こ
れ
ら
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
と
複
製
物

（
コ
ピ
ー
）
作
り
を
進
め
、
利
用
者
が
閲
覧
し

や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。 

                    

　
ま
た
、
「
文
書
館
所
蔵
資
料
緊
急
修
復
整
理

事
業
」
で
は
、
当
館
収
蔵
資
料
の
大
量
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
・
複
製
物
作
成
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
平
成
一
五
年
度
は
修
復
の
終
わ
っ
た 

                               

「
家
中
書
上
」
一
万
五
七
二
二
冊
全
冊
（
一
四

万
八
八
三
八
コ
マ
）
の
マ
イ
ク
ロ
撮
影
・
複
製 

物
作
成
、
一
六
年
度
に
は
当
館
寄
託
文
書
「
堀

家
文
書
」
（
那
賀
郡
那
賀
町
名
手
市
場
）
二
一 

                               

             

五
九
点
・
「
岡
本
家
文
書
」
（
海
草
郡
美
里
町

福
田
）
三
八
七
一
点
・
「
田
中
家
文
書
」
（
海 

南
市
鳥
居
）
一
五
七
五
点
・
「
中
尾
家
文
書
Ⅱ
」

（
海
南
市
下
津
町
梅
田
）
一
四
五
点
・
「
中
村

家
文
書
」
（
田
辺
市
大
塔
村
下
川
下
）
九
八
一

点
等
、
一
二
万
八
八
五
〇
コ
マ
分
の
撮
影
・
複 

製
化
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
複

製
物
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
閲
覧
利
用

し
や
す
く
な
る
上
、
原
本
を
触
っ
て
痛
め
る
心

配
が
な
く
な
り
ま
し
た
。 

　
小
渕
内
閣
時
代
に
始
ま
り
、
森
内
閣
・
小
泉

内
閣
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
二
つ
の
雇
用
対

策
事
業
に
よ
り
、
今
ま
で
利
用
不
可
能
だ
っ
た

紀
州
藩
文
書
の
多
く
が
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
藩
庁
文
書
の
利
用
に
よ
り
、
今

後
藩
史
研
究
上
の
新
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
文
書
館
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
多
く
の

歴
史
的
に
重
要
な
資
料
を
、
少
し
で
も
早
く
・

便
利
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
整
理
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
　
隆
宏
） 

文書館だより 

７ 

※１冊ごとの標題、資料番号等詳しくは『収蔵史料目録四　移管資料目録』をご覧下さい。 
＊『目録』刊行後に判明した標題です。（伊藤信明「徳義社、南葵文庫、南紀徳川史」） 

「紀州藩庁文書」のうち、修復された冊数及び枚数 

文書標題 

合　　　計 

資料番号 冊数 修復枚数 
「跡目調」類 
「願達留」類 
「被仰渡帳」類 
「附込帳」類 
「張紙帳」類 
「風聞姓名書抜」類 
「御留守方密控留」 
「服忌令」類 
「地士帳」類 
「月操（日操）」＊ 

丙―ア―○ 
丙―ネ―○ 
丙―オ―○ 
丙―ツ―○ 
丙―ハ―○ 
丙―フ―○ 
丙―ミ―１ 
丙―キ―○ 
丙―ヂ―○ 
丙―タ―12

５ 
２ 
21 
23 
４ 
４ 
１ 
８ 
３ 
１ 
72

1,397 
1,153 
6,378 
9,929 
1,002 
632 
339 
1,135 
1,376 
476 

23,817

「紀州藩庁文書」のうちア－４「跡目調　十二」の修復前の状態 

「文書館所蔵資料緊急修復整理事業」でのマイクロ 
フィルム撮影作業 
奥がマイクロ撮影技師、手前が撮影補助の新規雇用 
者です。 

修復後 



  

　
県
民
の
み
な
さ
ま
に
、
郷
土
に
対
す
る

理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

今
年
度
は
郷
土
和
歌
山
の
教
育
に
関
す
る

歴
史
を
中
心
に
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

☆
開
催
日
時
と
テ
ー
マ 

　
第
一
回
　
【
十
月
三
十
日（
日
）】 

　
和
歌
山
に
お
け
る 

　
　
初
等
教
育
の
は
じ
ま
り
と
展
開
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
一
博
　
先
生 

　
第
二
回
　
【
十
一
月
十
三
日（
日
）】 

　
　
紀
州
の
藩
学
と
庶
民
教
育 

　
　
　
　
　
　
　
小
山
　
譽
城
　
先
生 

　
第
三
回
　
【
十
一
月
二
十
七
日（
日
）】 

　
勤
労
学
徒
動
員
と 

　
　
戦
時
期
の
和
歌
山
の
学
校 

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
正
夫
　
先
生 

　
第
四
回
　
【
十
二
月
三
日（
土
）】 

　
　
明
治
期
和
歌
山
の 

　
　
　
中
等
教
育
の
魅
力 

　
　
　
　
　
　
　
　
曽
野
　
洋
　
先
生 

　
第
五
回
　
【
十
二
月
十
日（
土
）】 

　
　
紀
州
和
歌
山
の 

　
　
　
英
語
教
育
史
を
掘
り
お
こ
す 

　
　
　
　
　
　
江
利
川
　
春
雄
　
先
生 

　
第
六
回
　
【
十
二
月
十
七
日（
土
）】 

　
　
和
歌
山
に
お
け
る 

　
　
　
師
範
学
校
の
設
置
と
教
員
養
成 

　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
昇
　
先
生 

☆
時
　
間
　
各
回
と
も 

　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分 

　
　
　
　
　
〜
三
時
三
十
分 

☆
会
　
場  

き
の
く
に
志
学
館 

☆
受
講
料
　
無
　
料 

☆
申
込
方
法
　
詳
細
は 

　
　
　
　
　
　
　
広
報
誌
等
に
掲
載 

   

　
文
書
館
で
は
、
県
内
の
個
人
の
お
宅
や
蔵
、

寺
社
等
で
保
存
さ
れ
て
い
る
記
録
類
（
古
文
書

等
）
が
ど
こ
に
、
ど
ん
な
状
態
で
あ
る
か
（
所

蔵
者
と
保
存
環
境
）
を
確
認
す
る
「
民
間
所
在

資
料
保
存
状
況
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
十
六
・
十
七
年
度
は
橋
本
市
・
伊
都
郡
、
有

田
市
・
有
田
郡
を
調
査
地
域
と
し
て
実
施
中
で

す
。
本
調
査
は
平
成
九
年
度
か
ら
県
内
各
地
域

を
順
番
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
他
地
域
で
は

既
に
終
了
し
て
お
り
、
今
年
度
で
全
県
下
を
一

巡
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
文
書
の
所
在
確
認
と
と
も
に
、
保
存
状
況
も

調
査
し
て
、
所
蔵
者
の
方
々
に
保
存
上
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
こ
れ
ら

記
録
類
の
今
後
の
防
災
対
策
や
、
散
逸
・
破
損

を
防
止
し
て
さ
ら
な
る
未
来
へ
伝
え
る
た
め
の

基
礎
資
料
と
し
ま
す
。 

　
調
査
は
、
各
市
町
村
担
当
の
調
査
員
が
電
話
・

訪
問
等
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
調
査
員
は
、
身
分
を
証
明
す
る
「
民

間
所
在
資
料
調
査
員
証
」
を
持
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
下
さ
い
。
な
お
、
市
町
村
合
併
後
も
、

今
年
度
中
は
現
市
町
村
単
位
で
調
査
を
行
い
ま

す
。 

 

＊
民
間
所
在
資
料
調
査
員 

・
橋
本
吉
田
　
亘
　
・
か
つ
ら
ぎ
谷
澤
和
好 

・
高
野
口
北
川
秀
臣
・
九
度
山
藤
田
富
和 

・
高
野
藤
岡
尚
子
　
・
花
園
尾
上
角
兵
衛 

・
有
田
　
山
義
弘
　
・
湯
浅
垣
内
　
貞 

・
広
川
辻
岡
五
郎
　
・
吉
備
木
根
道
好 

・
金
屋
吉
松
良
治
　
・
清
水
林
口
泰
治 

    

○
　
閲
覧
室
受
付
に
あ
る
目
録
等
で
必
要
な
資

　
　
料
、
文
書
等
を
検
索
し
、
閲
覧
申
請
書
に

　
　
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
文
書
等
利
用
の
受
付
は
閉
館
30
分
前
ま
で

　
　
で
す
。 

○
　
閲
覧
室
書
棚
に
配
架
し
て
い
る
行
政
資
料
、

　
　
参
考
資
料
は
自
由
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
　
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
承
認

　
　
申
請
書
に
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。 

  

　 火
曜
日
〜
金
曜
日
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

土
曜
日
・
日
曜
日
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

５
月
５
日
・
11
月
３
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

   

○
　
月
曜
日
・
国
民
の
祝
日
（
５
月
５
日
・
11 

　
　
月
３
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
そ
の
日
が
月

　
　
曜
日
に
あ
た
る
と
き
は
そ
の
翌
日
） 

○
　
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
） 

○
　
館
内
整
理
日
（
毎
月
初
日
・
１
月
５
日
・

　
　
月
の
初
日
が
月
曜
日
の
と
き
は
翌
日
も
休

　
　
館
） 

○
　
特
別
整
理
期
間
（
毎
年
６
月
中
に
10
日
間
） 

    

    

　
和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３
分 

　
JR
和
歌
山
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分 
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